
6) SatoA,NishimuraY,OishiT,HigoN,MurataY,

OnoeH,SaitoK,TsuboiF,TakahashiM,TsaT.

Kqjima T (2008)Gene expression analysisor

motor-relatedareasorlhcmonkeyneocortexduring

recoveryfromcorticospinaltractlesion.Societyfor

Neuroscience2008(2008/11,WashingtonD.C.).

7) YamasMta ,̂FuchsE,TairaM,HayashiM (2008)

Amyloidp-immunorcactivestructuresinthebrainof

agedtrccshrews.邦 31回日本神経科学大会

(2008/07,東京). .

8) 佐藤明,西村車93,大石前生,肥後範行,村田弓,

尾上浩隆,斎藤紀美香,坪井史治,高橋雅人,伊

佐正,小島俊男 (2008)皮質脊髄路損傷後の回復

過程におけるサル大脳新皮質運動関連領野の網

羅的遺伝子発現解析.第 31回日本神経科学大会

(2008/07,東京).

9) 清水慶子,伊藤麻里子,託見健,桧垣小百合,国

枝匠,毛利恵子,林基治 (2008)胎生期マカクザ

ルにおけるアンドロゲン曝露.第 24回日本正長

類学会大会 (2008/07,東京).
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迫伝子情報分野

平井啓久 (教授),今井啓雄 (准教授),中村伸 (助

敬),平井百合子 (技能補佐員),光永総子 (教務補

佐fl),松井淳 (研究員 (グローバルCOE)),菅原

辛 (研究員 (研究機関)),上岩美幸 (リサーチレジ

デン ト),永友兜一郎,細川和也 (受託研究員),

波速正孝 (学外非常勤講師),田中美希子 (大学院生)

<研究概要>

A)レトロトランスポゾン様反復配列複合構造(RCRO)

のゲノム内機能の解析

平井啓久,松林清明 (入獄進化モデル研死センター)

RCROが存在するチンパンジー耶7汲色体をモデ

ルとして,RCROがおよぽすキアズマ抑制に関する解析

をおこなった.チンパンジー雄の減数分裂細胞を,FISH

法および PArNT法を用いて規整したところ,RCROが

存在する7q31ならびにセントロメア近傍柳城にはキア

ズマが起こっていないことが明らかになった.

B)新世界ザル類の染色体進化

平井百合子,平井啓久 .

クモザルの全敗色体の彩色プローブを,敗色休田微

切断法を用いて作別し,各種新世界ザル規の汲色体分化

を分析した.

C)光受容蛋白質の研究

寺井洋平,二階堂雅史 岡田典弘(以上,東京工菜大学),

今元泰 (京都大学大学院理学研究科),片山耕大,古谷

祐詞,神取秀樹 (以上,名古屋工業大学),群田平,

今井啓雄

様々な動物種について視覚光受容環白質の比較機

能解析を行った.まず,カワスズメ科魚籾シクリッドの

赤色光受容蛋白質が生息環境依存的に変_Tq_しているこ

とを明らかにした.また,ロドプシンに広く保存されて

いるアミノ酸残基の変異が中間体の反応速度を変化さ

せ,生息環境特界的な細胞応答を引き起こす可能性を示

唆した.さらに,HEK293培弟細胞を用いてカニクイザ

ル赤色感受性光受容野白G{fを大魚に発現させ,フ-リ'ェ

変換赤外分光法により分子内の構造変化を観測するこ

とを試みた.



D)チンパンジー苦味受容体の多型解析と摂食行動との

関係

菅原亨,郷康広 (グローバルCOE),鵜殿俊史,森村成樹

(以上,チンパンジーサンクチュアリ宇土),友永雅己(忠

考言語),平井啓久,今井啓雄

苦味は植物等に含まれる毒性物質の摂取を防ぐた

めに重要な役割を果たしているが,一方で生体機能に重

要な成分の認識にも関わる.ヒトやチンパンジーでは

pTC という化学物質に対する個体差があることが知ら

れており,その要因はT2R遺伝子群の 1つであるT2R38

の一塩基多型 (SNP)であることが明らかにされている.

しかし,それ以外の T2R受容体についてはほとんど調

べられていない.本研究では,霊長類研究所とチンパン

ジーサンクチュアリ宇土で飼育している約 100個体の

チンパンジーでT2R遺伝子群の種内多型を解析し,T2R

迫伝子群の進化から味覚機能の進化や摂食行動との関

述性を考察した.

E)マカタ類の苦味受容体の多型解析

鈴木南美 (岐阜大学),菅原亨,松井淳,郷康広 (グロ

ーバルCOE),平井啓久,今井啓雄

研究所内で飼育しているニホンザル,アカゲザルに

ついて苦味受容体 T2Rの迫伝子多系解析を行った.特

に T2R38について多くの迫伝子多系が発見され,食性

との関係が示唆された.

F)盤長類機能遺伝子の網羅的発現プロファイルに関す

る研究

中村仲,光永総子

韮長類の機能ゲノム特性を明らかにする一環とし

て,胎仔 ･新生仔 ･成熟 ･加齢個体における主要機能遺

伝子の発現プロフ･アイルを,DNA チップおよび Real

TimeRT-PCRで継続展開している.

G)霊長類でのゲノムバイオメディカル研究

中村仲,光永総子,上岩美幸

サルモデルを活用した以下のバイオメディカル研究を

継続している.

i)自然発症のガン･糖尿病について疾病関連遺伝子

を特定し,これら病態･疾病のゲノムイベントを検討し

ている.

ii)腸内細菌叢 (12種の腸内細菌)の動態について

糞便試料を用いたゲノム解析法を確立し,医薬品 ･漢

方 ･機能性食品の新たな評価系として検討している.
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iii)母体血流中に存在する微量胎仔 DNA に着目し

た,NestedPCRでの胎仔雌雄判別法を確立し,下記の胎

仔研究に活用した.

H)DEPなどナノマテリアルの生体影響に関する研究

中村仲 ･光永総子,上岩美幸,永友寛一郎 (受託研究

負),武田健 (東京理科大学 ･薬学部),菅又昌雄 (栃木

臨床病理研究所)

厚生労働科研費により,ディゼル排気浮遊微粒子な

ど関連ナノマテリアルの胎仔･新生仔-の影響について,

ゲノミックス解析を通じた分子レベルでの研究を進め

ている.

Ⅰ)サルBウイルスおよび関連-ルペスウイルスに関す

る研究

光永総子,中村伸,リチャー ド･エバリー (オクラホマ

大)

BV特異的血清診断法として,BVgDのC末ペプチ

ドを用いた ELISA法を確立して,ヒトBV感決心者で

のBV特異的抗体の測定を試みた.

J)TissueFactor(TF)に関する研究

中村仲

TFに関して,新規蛍光ELISA法の確立と臨床応用,

DNAメチル化などepigenicイベントおよびRNAスプラ

イシングなどの研究を進めている.

<研究業績>

原著論文

1) JeongAR,NakamuraS,Mitsunaga.F(2008)Gene

expressionprofileofThlandTh2cytokinesand

meirreceptorsinhumanandnonhumanprlmateS.

JoumalofMedicalPrimatology37(6):290-296.

2) RogerE,GmnauC,PierceRJ,HiraiH,Gourbala,

GalhierR,Emans氏,CesadTM,CosseauC,Mitta

G(2008)Controlledchaosorpolymorphicmucinsin

a metazoan parasite (Schstosoma mansoni)

interactingwithitsinvertebratehost(Biomphalaria

glbrata).PLoSNeglectedTropicalDiseases2:e330.

3) Seehausen0,TeraiY,MagalhaesIS,CarltonKL,

MrossoHDJ,MiyagiR,SulijsI,SchneiderMV,

MaanME,TachidaH,ImaiH,OkadaN (2008)

Speciationthroughsensorydriveincichlid.fish.

Na山re455:620-627.



4) TsutsuiK,ImaiH,ShichidaY (2008)El13Is

RequiredfortheEfficientPhotoisomerizationofthe

Unprotonated Chromophore in a UV-Absorbing

VisualPigment.Biochemistry47:10829･10833.

5) HonjoH,AkariH,FujiwaraY,TamumY,HiraiH,

Wada K (2009) Molecular cloning and

charcterizationorthecommonmamosethuntingtin

gene.Gene432:60-66.

総説

1) 光永総子,中村仲 (2008)サルモデルを用いた機

能 食 品 の 評 価 試 験 .FFI ジ ャ ー ナ ル

213(3):719-726.

著書 (分担執筆)

I) 平井啓久 (2008)でくのぼうのゴミ箱. ｢生き物

たちのつづれ織 り 第 1巻｣ (高瀬桃子,村角智

恵編)p.122-128京都大学グローバルCOEプログ

ラム.

学会発表

1) NakamuraS,MitsunagaF,GotoH(2008)Genomics

study on emcacy of an oriental medicine,
Toki-Shakuyaku,uslng monkey model.the 3rd

AFLASCongress(2008/09,Beijing).

2) 早野あづさ,DyahPF,HeryW,宮部缶子,AlanM,

DiahI,JokoP,平井啓久 (2008)マイクロサテラ

イ ト解析からみたスマ トラ産フクロテナガザル

symphalat7g7JSSy〝da(サl〟Sの迫伝的組成.2008年

度日本晴乳類学会大会 (2008/09,山口).

3) 今井啓雄 (2008)ノックインマウスと霊長類の

GPCR型感覚受容.節 46回日本生物物理学会大

会シンポジウム (2008/12,福岡).

4) 今井啓雄,針貝美樹,今元泰,七田芳則 (2008)

霊長採光受容タンパク質の性質 -ヒドロキシ

ルアミン感受性 と視細胞ノイズに関する考察-.

視覚科学フォーラム第 12回大会 (2008/08,塗

中).

5) 今井啓雄,菅原亨,松井淳,郷康広,平井啓久

(2008)チンパンジー苦味受容体の迫伝子多型郎

折.節 42回 日本味と匂学会大会 (2008/09,富

山).

6) 今井啓雄,菅原亨,松井軌 郷店広,平井啓久

(2008)q3iL!長旅 G蛋白質共役型感覚受容体の遺伝

子多型.日本動物学会耶 79回大会 (2008/09,宿

岡).

7) 今井啓雄,菅原亨,松井淳,郷康広,平井啓久

(2008)韮長類感覚受容体の遺伝子多型.第24回

一二68-

日本丑長析学会大会 (2008/07,文京).

8) 松山武,今井啓雄,山下前脚,七円芳則 (2008)

活性状態の生成におけるロドプシンとレチナー

ルの共有結合の役割.節 46回 日本生物物理学会

年会 (2008/12,福岡).

9) 光永総子,中村伸 (2008)マカクザルにおけるサ

ルBウイルス感染の特色.第 55回日本実験動物

学会 総会 (2008/05,仙台).

10) 宗近功,田中洋之,田中美希子,川本芳 (2008)

マイクロサテライ トDNAによるクロキツネザル

の父子判定.節 24 回 日本霊長類 学会大会

(2008/07,光京).

ll) 中村伸,光永総子,中村諭香,甲甲彰,関あずさ,

中山繁雄 (2008)イヌリンの体調機能 :サルモデ

ルでのゲノミクス評価試験.第 11回日本補完代

替医療学会学術免会 (2008/11,横浜).

12) 中村仲,光永総子,中村諭杏,甲田彰,関あずさ,

中山繁雄 (2008)サル閉経モデルを用いたイヌ

リンの体調機能評価試験.耶 55回日本実験動物

学会 総会 (2008/05,仙台).

13) 菅原亨,二階堂雅人,今元泰,七田芳則,今井啓

雄,岡田典弘 (2008)東アフリカ産カワスズメ科

魚類におけるロ ドプシンの適応的進化.日本分

子生物学会第 31回年会 (2008/12,神戸).

14) 鳥居究待,竹中晃子,中村仲,光永総子,村山(井

上)美穂,鵜殿俊史 (2008)丑長柄のエネルギー

倹約迫伝子 UCPlについて.苅 24回日本霊長類

学会大会 (2008/07,東京).

15) 筒井圭,今井啓雄,山下苅fB,七田芳則 (2008)

脊椎動物の紫外光感受性視物質における高効率

な光異性化の機柄.耶 46回日本生物物理学会年

会 (2008/12,福岡).

16) 片山耕大,古谷祐詞,今井啓雄,神取秀樹 (2009)

低温赤外分光解析による霊長類色覚視物質の研

究.平成 20年度生物物理学会中部支部講演会

(2009/03,名古屋).

17) 田中美希子,田中洋之,平井啓久 (2009)チャイ

ロキツネザル種間雑種個体群の迫伝分析.第 56

回日本生態学会大会 (2009/03,岩手).

講演

1) HiraiH (2008)EvolutionorZW orSchistosoma

mansoni.2008SchistosomegenomemeetingHixton,
(2008/06,UK).

2) HiraiH (2008) Chromosomology and genetic

difrerentiationofsmallapes.Scienceseminarof

PusanNationalUniversityPusan,Korea(2008/07,



Pusan).

3) 平井啓久 (2008)遺伝学 ･ゲノム科学の視点か

ら一第24回日本霊長類学会大会公開シンポジウ

ム ｢霊長類学はヒトの見方をどう変えたか｣.日

本の霊長類学 60周年シンポジウム (2008/07,

東京).

4) 今井啓雄 (2008)遺伝子で食べ物の好き嫌いが

わかる?第 24回全国飼育の集い (2008/12,長

野).

5) 中村伸 (2008)機能性食品の安全 ･安心に向け

て:サルモデルを用いた新評価系.第 1回健康 ･

長寿を支える 食 ･薬 ･医の研究会 (2008/07,名

古屋).

6) 中村仲 (2008)サルのアレルギーモデルとその

応用.プロジェク ト創出研究会 (2008/10,各務

原).
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流動部門

多様性保全研究分野

香田啓貴 (助教,6月 30日付で配置換え)

推進代表者 :平井啓久,正高信男

推進者 :景山節,川本芳,松林清明,高井正成,

田中洋之,渡過邦夫

協力研究者 :西村剛,宮部貴子,親川千紗子

流動部門多様性保全研究分野は,時代の趨勢に即し

た研究を推進するために,5年の時限プロジェクトとし

て 2004年度から所内措置されたものである.発足当初

は 10名の教員推進者と1名の非常勤研究員によって開

始され,2005年度から3年任期の助教を採用し,最終

年度の2008年度まで5年間,アジア霊長類の多様性な

らびに保全に関わる課題を中心に研究プロジェクトを

実施した.

具体的には,概ね下記の5項目の研究をおこなった.

(1)テナガザルの音声研究 :インドネシアならび

にマレーシアの野外調査を通してテナガザル頬 (特にア

ジルテナガザル,シロテテナガザル)の音声の変異性を

音響学的に分析し,多様性を産み出すプロセスやメカニ

ズムについて生物地理学的な視点から検討をおこなっ

た.さらに,定点長期調査を通して,音声を手がかりと

した群れの変遷や社会的なコミュニケーションの観測,

ならびに行動の発達調査もおこ･なってきた.現在もマレ

ーシアの側所的種分化をはたしている地域を新たなタ

ーゲットとして,音声の種分化に関する研究を実施して･

いる.

(2)テナガザルの遺伝的多様性研究 :インドネシ

アならびにマレーシアのテナガザル類 (アジルテナガザ

ル,ミューラーテナガザル,ボルネオシロヒゲテナガザ

ル,シロテテナガザル,シャーマンなどが対象)の迫伝

的分化を,分子細胞遺伝学的変異解析,分子系統解析な

らびに毛色パタン解析を通して検討した.ボルネオのテ

ナガザル類は2度のスマ トラからの移住を経験し,各々

の遺伝的分化を維持している.また,スマ トラのアジル

テナガザルは過去ボ トルネックを経験し,特異的な染色

体相互転座 (W 8/9)がスマ トラに固定されつつある

ことを兄いだした.現在は,マレーシア半島とスマ トラ

島の間の迫伝的分化ならびに移住方向について解析 し

ている.

(3)マカク頬の生態学的 ･行動学的調査 :インド

ネシア･スラウェシにおいて,トンケアンマカクと-ツ

クモンキーの種間雑種の繁殖行動ならびに社会構造に

ついて長期観察を継続した.タイ国ロプリ市の追跡に楼


